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群⾺⼤学共同教育学部の島孟留准教授らの研究グループは、4週間の低強度運動が健康なマウスの

共感性を⾼めること、この運動効果に褐⾊脂肪組織由来のmiRNA注１（miR-486a-3p）が関わる

可能性を⾒出しました。 

共感性は、他者の気持ちの理解を⽀えて関係を構築するために必要な能⼒の１つです。同グループは、

これまでに習慣的な低強度運動が健康なマウスの共感性を⾼めることを⾒出していましたが、その機構に

ついては不明な点が多いままでした。今回の研究により、習慣的な運動は共感性を⾼めるとともに、褐⾊

脂肪組織から分泌されるエクソソーム注２に含まれるmiR-486a-3pを増加させることを確認しました。さら

に、miR-486a-3p模倣体の投与が、運動効果と同様に健康なマウスの共感性を⾼めることも確認しま

した。これらのことから、共感性を⾼める低強度運動効果に褐⾊脂肪組織由来エクソソームmiR-486a-

3pの分泌が関わることが⽰唆されました。 

今後、本研究成果を基盤とした、共感性を⾼める最適な運動処⽅や新たな治療法の発展に期待がかか

ります。 

本研究成果は、2025年 9⽉ 1⽇に、「Brain Research」オンライン版で公開されました。 

低強度運動が共感性を⾼める効果に 

褐⾊脂肪組織由来のmiRNA分泌が関わることを⽰唆



 

 
 

１．研究成果のポイント 
● 低強度運動は、共感性を⾼めることが⽰されていましたが、その機構は不明でした。今回、4

週間の低強度運動が共感性を⾼めるとともに、褐⾊脂肪組織由来エクソソームmiR-486a

-3pの分泌を増加させることを新たに⾒出しました。 

● さらに、miR-486a-3p模倣体の投与が、運動効果と同様に健康なマウスの共感性を⾼める

ことも⾒出しました。 

● これらのことから、共感性を⾼める低強度運動効果に褐⾊脂肪組織由来エクソソームmiR-4

86a-3pの分泌が関わる可能性が⽰唆されました。 

 

２．本件の概要 
【研究の背景】 

共感性は、他者との関係を築く上で重要な能⼒であり、その低下は他者への攻撃的な態度の表

出につながると考えられています。これまでに私どもは、習慣的な低強度運動が、共感性の表出に

関わる脳部位の1つである島⽪質のBdnf mRNA注３やmiR-486a-3pの増加とともに共感性を

⾼めることを⾒出していましたが、その機構については不明な点が多くありました。近年、諸器官の

細胞から分泌される細胞外⼩胞（エクソソーム）に内包されるmiRNAが、⽣体の⽣理機能適

応の⼀要因として注⽬されているため、運動に伴う末梢諸器官からのエクソソームmiRNA分泌が、

共感性の適応に関わると想定しました。 

そこで本研究では、習慣的な低強度運動が健康なマウスの共感性（救助⾏動）に及ぼす効果、

ならびに、⾻格筋や褐⾊脂肪組織、肝臓からのエクソソームmiR-486a-3p分泌や島⽪質のm
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RNA発現などに及ぼす影響を検証することとしました。加えて、miR-486a-3p模倣体の腹腔内

投与が、低強度運動と同様の効果を健康なマウスにもたらすかどうかも検証しました。 

 

【研究内容と成果】 

C57BL/6マウス（健康なマウス）に4週間の低強度運動群（7.0 m/min）もしくは安静群

（0 m/min）を課しました。運動の時間や頻度は、30分/⽇、5⽇/週としました。運動介⼊の

最終週に併⾏して、すべてのマウスに救助⾏動試験注４を課して、共感性を評価しました。その結

果これまで通り、低強度運動により健康なマウスの共感性を⾼めることを確認しました（図２A）。

この時、島⽪質内のmiR-486a-3p、⾎漿や腓腹筋、褐⾊脂肪組織、肝臓から収集したエクソ

ソームに含まれるmiR-486a-3pを定量したところ、低強度運動により健康なマウスの島⽪質内

miR-486a-3p量（図２B）、⾎漿中エクソソームmiR-486a-3p量（図２C）、加えて、褐

⾊脂肪組織エクソソームmiR-486a-3p量（図２E）が⾼まることを⾒出しました。⼀⽅で、腓

腹筋エクソソームmiR-486a-3p量（図２D）と肝臓エクソソームmiR-486a-3p量（図２F）

に変化はありませんでした。さらに低強度運動に伴い島⽪質において、miR-486a-3pに制御を

受けるPten mRNA発現が減少、Bdnf mRNA発現が増加することも確認されました（図３A, 

B）。 

加えて、健康なマウスに2週間のmiR-486a-3p模倣体の腹腔内投与を施す実験を⾏いました。

その結果、低強度運動と同様にmiR-486a-3p模倣体の投与により健康なマウスの共感性が

⾼まることを⾒出しました（図４A）。さらに低強度運動と同様に、miR-486a-3p模倣体の投

与が島⽪質のPten mRNA発現を減少、Bdnf mRNA発現を増加させることも確認されました

（図４B, C）。 

以上の結果から、褐⾊脂肪組織由来エクソソームmiR-486a-3pの分泌による島⽪質の遺伝

⼦発現の変化が、共感性を⾼める低強度運動効果に関わる可能性が⽰唆されました。 

 

【今後の展開】 

本研究では、共感性を⾼める低強度運動効果に褐⾊脂肪組織由来エクソソームmiR-486a-

3pの分泌が関わる可能性を⾒出しました。今後、褐⾊脂肪組織の重要性やエクソソームmiR-4

86a-3pの関与をより詳細に探ることで、共感性を⾼める最適な運動処⽅や新たな治療法の発

展に貢献することが期待されます。 

  



 
【参考図】 

 
図1．マウスの共感性の評価に使⽤した救助⾏動試験装置。 

 

 

 
図２．低強度運動が共感性ならびにmiR-486a-3p分泌に及ぼす効果 

低強度運動は、C57BL/6マウス（健康なマウス）の共感性（A）を⾼めた（ドアを開けるまで

の時間を短縮させた）。同時に、低強度運動により健康なマウスの島⽪質内miR-486a-3p量

（B）、⾎漿中エクソソームmiR-486a-3p量（C）、褐⾊脂肪組織エクソソームmiR-486a-

3p量（E）が⾼まった。腓腹筋エクソソームmiR-486a-3p量（D）と肝臓エクソソームmiR-4

86a-3p量（F）に変化はなかった。 
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図３．低強度運動が島⽪質内mRNA発現に及ぼす効果 

低強度運動は、健康なマウスの島⽪質内Pten mRNA発現（A）を減少、島⽪質内Bdnf m

RNA発現を増加させた（B）。 

 

 

 
図４．miR-486a-3p模倣体の腹腔内投与が共感性ならびに島⽪質内mRNA発現に及ぼ

す効果 

miR-486a-3p模倣体の腹腔内投与は、健康なマウスの共感性（A）を⾼めた（ドアを開ける

までの時間を短縮させた）。同時に、健康なマウスの島⽪質内Pten mRNA発現（B）を減

少、島⽪質内Bdnf mRNA発現を増加させた（C）。 

 

 

3. ⽤語解説 
注１ miRNA︓標的遺伝⼦の転写産物に結合して、mRNAの不安定化やタンパク質合成の調

節に関わる１本鎖RNA分⼦。 
注２ エクソソーム︓多様な臓器から分泌される、40〜160 nmの微⼩な細胞外⼩胞。 
注３ mRNA︓タンパク質合成の設計図となる塩基配列をもつRNA。 
注４ 救助⾏動試験︓安全地帯（図1、灰⾊）にいるマウスが中央の回転ドアを開けて、⽔ゾー

ン（図1、⽔⾊）にいるマウスの逃げ道を作る様⼦を観察する。安全地帯

にいるマウスが回転ドアを開けるまでの時間を測定し、それが短いほど共感

性が⾼いと評価した。  
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5. 関連リンク 
群⾺⼤学共同教育学部 

https://www.edu.gunma-u.ac.jp 

 

群⾺⼤学共同教育学部保健体育講座 

https://sites.google.com/gunma-u.ac.jp/phys-edu/ 

 

共同教育学部保健体育講座 運動⽣理学研究室 

https://ta-shima-gu.my.canva.site/gunma-university  
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